
 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

令和７年度「チャレンジ！子どもがふみだす体験活動応援事業」 

 

        子どもたちが、自然体験に加え、震災を学ぶ活動、 

福島ならではの体験活動等を経験することにより、心身の健康維持向上を図るとともに、 

社会に貢献する意識を高め、主体的にふくしまの未来を切り拓く、たくましい子どもの育成を図る。 

            プログラムを有する施設での自然体験活動及び 

震災を学ぶ活動のほか、多様な体験活動に活用可能！！            

（１） 福島県内の小・中学校、義務教育学校及び特別支援学校小学部・中学部が実施する体験活動 

等で宿泊を伴う事業 

（２） 福島県内の小・中学生が所属する社会教育関係団体 

（小中学校 PTA・スポ少・子ども会等）が実施する 

長期宿泊型(３泊４日以上)の体験活動事業 

※「自然体験活動」【必須】・・・活動日数×２時間以上 

※「震災を学ぶ活動」【必須】・・・震災関連施設見学や語り部等被災者の話を聞く活動 

 例 ・ 東日本大震災・原子力災害伝承館、コミュタン福島、いわき震災伝承みらい館等の見学 

   ・ 宿泊する施設に語り部の方を招いて講話を聞く 

※その他、社会教育施設等における見学学習、地域の特色を生かした活動等 

   例）アクアマリンふくしま、博物館、市街地周遊体験活動、企業見学活動 等 

 

 

  ○  

 

                     補助対象経費の８０％以内 上限 100万円 

（１） 活動費・・・自然体験活動及び震災を学ぶ活動等、多様な体験活動に係る経費及び講師謝礼、 

講師交通費等  

（２） 交通費・・・旅行に係る経費（貸し切りバス代、公共交通機関に係る費用、高速自動車道等 

有料道路通行料、駐車料金、旅行傷害保険） 

（３） 宿泊費・・・宿泊に係る経費（自然の家での利用料等、夕食及び朝食代を含む）  

 

＜実施前＞   事業開始日の 

① 交付申請・・・ １ヶ月前必着 

② 事業計画書 

③ 参加者名簿 

④ 収支予算書 

⑤ 債権者登録申請書 

※ 補助金の額が２０万円以上の場合、 

概算払い（８０％上限）も可能 

＜実施後＞  

⑥ 完了報告書・・・事業完了日から１０日以内 

⑦ 実績報告書・・・事業完了日から２ヶ月以内 

⑧ 収支決算書 

⑨ 参加者名簿 

⑩ 証憑書類（領収書等） 

事業のねらい 

福島県教育庁社会教育課 

対象となる事業内容 

 

補助対象経費    

 

 

申請（報告）の流れ（提出書類） 

 

 

Ｒ６は県内小・中学校 

１６９校が 

本事業を活用 

申請受付期間：令和７年４月１日（火） 

          ～ 令和８年１月 26 日（月） 

申請方法 直接持参、郵送またはメールにより提出 

    福島県教育庁社会教育課 

    〒960-8688 福島市杉妻町２番１６号 

      024-521-7799 

            担当直通電話番号 024-522-3090 

E メール:  kids-power@tonet-f.co.jp 



 

＜１泊２日の例＞ 

１３：００　　　１６：００ 18:00        19:00
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９：００　　　　　　１２：００

地域の特色を活かした活動

※自然体験活動２日で６時間（必須：１日あたり２時間以上、２日間合計４時間以上）

自然体験活動

（３時間）

 

＜２泊３日の例＞ 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １【必須】自然体験活動（1日あたり2時間以上 1泊 2日：4時間以上、2泊 3日：6時間以上） 

    ＜補助対象活動＞ オリエンテーリング、野外炊飯、登山 

キャンプファイアー、星座観察、 

スキーやスノートレッキング等 

 

 ２【必須】震災を学ぶ活動 

    ＜補助対象活動＞ 

① 東日本大震災について学ぶことができる 

社会教育施設を訪問しての活動 

② 語り部や被災経験者、専門家等から東日本大震災当時や現在の福島県内の状況について話を聞 

く活動 

    ＜東日本大震災について学ぶことができる社会教育施設例＞ 

       東日本大震災・原子力災害伝承館、 

福島県環境創造センター交流棟（コミュタン福島）、 

いわき震災伝承みらい館、相馬市伝承鎮魂祈念館等 

とみおかアーカイブミュージアム 

  ３ 福島の地域性を活かした多様な体験活動 

    ＜福島の地域性を活かした多様な体験活動等ができる施設例＞ 

ふくしま海洋科学館（アクアマリンふくしま）、博物館等の見学、市街地周遊体験活動、地域企業 

見学活動（工場、市場、卸売り市場等）、地引き網体験、農業体験、大堀相馬焼体験、等 
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※自然体験活動３日で７時間（必須：１日あたり２時間以上、３日間合計６時間以上）
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震災を学ぶ体験活動

「原子力災害伝承館」等の施設見学
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参考プログラム例 

 

 


